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例言

1. 本書は、丸亀市が平成25年度国庫補助事業として実施した丸亀市内遺跡発掘調査概要報

告書である。

2. 今回の遺跡発掘調査は、矢野池遺跡、飯山町土真時字早川地区、中の池遺跡を対象とした。

3. 調査主体は、丸亀市教育委員会である。

4. 矢野池遺跡の確認調査は、丸亀市教育委員会教育部総務課近藤武司が、飯山町上真時字早

川地区の試掘調査は、丸亀市教育委員会総務課谷口梢が、中の池遺跡の工事立会は、丸亀

市教育委員会教育部総務課東信男が、中の池遺跡の確認調査は近藤、谷口が担当して行っ

た。

5. 本書に用いた遺構表示の略号は次のとおりである。

SD・・・溝状遺構、 SK・剛・士坑、 Sp.・・柱穴

6. 各現場における実測及び写真撮影は、東、近藤、谷口、徳永多佳子が行った。

7. 出土遺物及び実担j関等の資料整理は、鎌谷、谷口が行った。

8. 本書の執筆は近藤が、執筆・編集は、谷口が行ったα

9. 本書の担ti量闘の縮尺は、 Xケーノレで表示した。また、方f立は世界測地系による方位 (T.N.)

及び磁北 (M.N.)で表示した。

10 本書の断面図に記載してある「土色」は、農林水産省農林水産技術会議事務局 監修・財

団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準土色帖2004年版』による。

11 調査地の位置を示した帰図については、国土地理院地形図「丸亀J(50，000分の 1)、丸亀

市が作成した都市計画図 (10，000分の 1:平成 18年承認番号第25号)を使用した。

12.現地調査及び整理作業によって作成された原図・トレース図・写真データ及び出土遺物は、

丸亀市教育委員会に収蔵・保管している。
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第I章平成25年度丸亀市内遺跡発掘調査事業概要

丸亀市は、香川県の中央からやや西寄りの海岸に面した件置に所在する。市域のほkん

どは平野部で、丸亀平野の大半を占めている。東財凌醐F宇多樟町・阿部鞭J11町・坂出市、

南は仲多度郡まんのう町・同君陣平町、西は善通寺市・仲多度郡多度津町、北には瀬戸内

海が面し、岡山県倉敷市が対面している。

丸亀市の所在する丸亀平野は、県下最高峰の竜王山 (1059.9m)と第二の高峰大)11山

(1042.加)の山聞に源流を発オる土掛けを主に、東から大東)1 1、土器~II、金倉川、弘田

川によって形成された緩扇状地・犯濫原とfヰヰ費平野からなる県下最大級の平野である。

昭和 57年度から開始された四国横断自動車道建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査で多

くの遺跡が発見されたことによって、丸亀市内域における歴蝉号環境が飛躍的に解明され

てきた。

近年においても、丸亀平野の各地で国道バイパス建設工事などの大規模開発事業に先立

つ発掘調査地積極的に行われており、徐々に埋蔵文化財の分帯状況等に関するデ}タが充

実してきでいる。

また、これらの情報を公開活用することによって文化財保護に関する啓発が効果的に行

われている。

このような背景の中、民間企業や個人による大小規模の開発も活発に行われている。そ

の対象地が周知の埋蔵文化財包蔵地内である、または、隣接・近接する場合、周辺を含め

て調査事例がなく埋蔵文化財の所在の有無が全く不明な地域である場合には、埋蔵文化財

の適切な保護を図るための資料を得るべく詐噛調査・確認調査を積極的に実施している。

これらの事業を実婚するにあたり、旧飯山町では平成3年度以降、旧丸亀市では平成4

年度以降、また旧綾歌町では平成8年度以降国庫及び県補助金を充てている。今年度につ

いても同事業を継続して実施することとしたが補助金については国庫のみを充てた。

国軍補助金については、平成25年3月5日付け24教総第491号で交付申請を提出し、

平成25年5月15日付け25教生文第3邸3号で交附尭定を受けた。

今年度については、試掘調査を1件、確認調査を2件、本発掘調査を1件、工事立会を

1件、計5イヰの調盗を実施した。

飯野町西分字広定地区は、平成 24年度において飯野町西分字広定地区公立保育芳漣設

事業に伴し申棚調査を行った。その結果、溝跡、土坑等の検出、古墳時代後期~古代にか

けての遺物が認められたので、『飯野商分広定遺跡』として周知の埋蔵文化財包蔵地に認め

られ、本発掘調査を行い、助注醐宅後期から古墳剛一E初期の溝、中世の銀溝、井戸、掘立

柱建物跡など多くの遺構を検出し、古代~中世にかけての貴重な資料を得ることができた。

矢野池遺跡は、矢野池の東堤一帯で須恵器片地滑敬されるとことから遺跡として登録されて

おり、遺跡範囲内において開発計画があったことから、確認調査を行った。

飯山町上真時字早)11地区は、対象地東側において国道438号線建設工事に伴し喰:J11県埋

蔵文化肘センターが発掘調査を行ったところ、古明寺代後期の竪穴建物跡を数基検出し、
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古代南海道の倒騰と考えられる溝跡を検出したことから、隣接する当該地においても遺跡

の広がる可能性が考えられたことから、飯山幼稚園園舎新築工事に伴い試掘調査を行った。

中の池遺跡は、昭和 53年度から行われている発掘調査より、弥生時代前期の環濠集落

が存在していることが明らかになっている。今国は、丸亀市営野球場建設に伴うスタンド

照明の設置予定箇所が、未発掘調査部分であったため、工事立会を行った。

また、市営野球場グランド内に暗糊同く溝を設置する工事に先立ち、確認調査を行った。

調査の結集、既住の遺構がさらに広がる箇所を幾つカ謙譲志したことから、引き続き、立会

調査を行うこととなった。

これらの1件の試掘調査と 1件の確認調査を実施した結果、遺構の検出が婦を薄なものや

遺構・遺物ともに埋蔵文化財の発見には至らず、今後の保護措置は不要という結論に至っ

た。また、中の池遺跡における 1件の工事立会と 1件の確認調査を実施した結果、既住の

遺構が展開していることを確認し、引き続き工事立会を実癒するものとする。

これらの調査を実施することで得られた資料を基に、それぞれの事業者と協議しながら

事業を進めることで、埋蔵文化財の適切な保護を図ることができた。

これらの調査結果は、今後丸亀市内で計画される開発などの際、文化財保護に活用した

しも

平成25年度の丸亀市内遺跡発掘調査事業は、平成25年4月1日から平成26年3月31

日までに丸亀市内で計画された5件の事業に伴う試掘、確認、発掘調査及び工事立会を実

施した。
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限針生希星工業から借り上げた。人力掘削のための人夫政公樹立軍法人香川県シノレバー人材セ

ンターから人材を派遣してもらった。調査の指揮及欄l直等は丸亀苛激育委員会教育部貌懸練

文化財楳謝ー当近藤武司及び徳永多佳子問Tった。

確認瀬底1:)入車成 25年8 月 1 日~2 日に泊叫すて実施した。

3.調査の概要

確認瀬盛は、工事昔恒蹄阻に含まれる『矢野誰援赫』の範囲を対象にトレンチを芭提して行

った。園地が2筆であったため、各園地に2本ずつのトレンチを設定した。トレンチ番号除掘

削し剖贋とした

以下トレンチ毎の槻兄を報告する。

[トレンチ11
西側園地中央に南北軸で設定したもの哨直1m、延長12.佃を測る。

西側園地は東側園地より一段高くなっている。

耕作土直下で基逝婚である灰黄色シノレト層を認める。

基盤島皆吉拘民畑掘り下げると撹灰色シノレト層を換み轍島色シノレト層となる。南端部で暗褐

色シノレト層を掘り下げてみたが、特に包含層のような増積で怯なカゐったので、以下に埋蔵文化

財付所在しなし法判断した。

耕作土直下から掘り込む不定形撹乱土坑が多く認められるが、遺物の包含も無く掛田は不明

である。

トレンチ中からは、遺構・遺物共に認められなカりt~

[トレンチ21
西側問地の南面に沿って設定したもので幅1皿、延長9.8mを測る。調査の過程でトレンチ西

方南側lに幅l.1m、延長2.3mの拡張を行った。

土層序はトレンチ1と同様基盗掘から切り込む撹乱土筑もトレンチ1同様多く検出したが、

こちらも詳細は不明である。

トレンチ中からは、遺構・遺物喋に認められなカりた。

【トレンチ3]

東側岡地の西部に剛噛で設定したもの前冨1m、延長時75皿を測る。

耕作土を除去すると、整地層を一層挟みシノレト質の基逝;層となる。基盤層は上位層が灰黄色

基調であるが南端で約泊四、北端で約50cm下層からは廟島色基調となる。細かく見ると、各

層が北方に向けて下っていることや土色の変わり目で部分的に粗砂層が確認できることから、

桝積層のー皆目である判断できる。

耕作壬:直下から他のトレンチと同様記撹乱土坑泊弔意められ乞

トレンチ中からは、遺構・遺物共に認められなカ〉った。
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[トレンチ4]

東側園地中央に東西軸で設定したもので幅1m、延長虫皿を測る。

トレンチ西端部では、耕作土、基幾層の順で堆積地溜められ、酬島色シノレト層の検出レベル

がトレンチ3よりもやや低いことから北京へ下る雄形であったこと古溝められる。

トレンチ西端から約h 東で通過蝿吉戦初~40 叫段落ちしており、段落ち笹所が南側の地

割とほぼ合致することから、元々異なる園地であったものが合筆されたものと恩われる。

暗褐色シノレト層を掘削すると、下面が東に緩や泊斗こ下っており、直下で砂層となる。湧水が

激し泊ミったのでそれ以上の掘削は行わな古るった。

トレンチ東端部付近で東ハ護る勾配に変化することから、以東にかけて安定地が広がるもの

と予想される。

トレンチ中からは、遺構・遺物共に認められな泊、った。

以上『矢野池遺跡』内』持十画された工事に伴い4カ析のトレンチを設定して確認識査を実施

した。

確認調査の結果、全てのトレンチから遺構・遺物共に検出されなカLった。

トレンチ 1~3 については、耕作土直下から掘り込まれる撹乱辻頒対多く見ら払包含層も認

められないことから、対象地の大半は何らカミの要因で既に地下げカマTわれているものと恩われ

る。

4.まとめ

今回『矢野池遺跡』の楢盟内で実施した確認識査の結果、対象となった2つの園地全域をカ

パーするように設定したトレンチからは、埋蔵文化財の所在を記オ資料iど借るととができなか

った。

基本的に対観世南西の矢野池から制閣にむけて緩やかな下り増己で墓謹:層の機縁関兄が認

めら払対象地東端部司監勾配となっているこMミら、対象地問内東側の園地は第3図に利ー

ょう樹齢由勝争に属するものと考えられる。

矢野池に近し、方の園地は一段高いが、耕作土直下で基準i層となっていることから旧状を留め

ていないことは明らかであるが、慎重に観察したが遺構・漬物共に認められなカη た。

低い方の園地に国畿地層と恩オホる層を孫観したが、その下層書扮にも遺構の検出崎思めら

れなカりた。

また、両岡地洪に耕作土宣下から掘り込む撹乱土坊が多く検出されており、埋土も全てが共

通したものであることから、同時期に影響を受けているものと考えられる。以前に、対象地南

部で実施した調査時に聞き取りをした際、粘土の採土を付近で実施しているとの情報があった

ことから、これらの撹苦比坑もこれに関するものである可能性があるが、それを裏付ける資料

も無く詳細は不明である。

以上の結果、今回の対象地については、周知の埋蔵文化財包蔵地『矢野池遺跡:~ (/)範囲内で

はあるが、遺構・遺物は皆無であったため、保議措置を講じる必援はないと判断した。

また、過互で実施した讃箇劫操判断夕、雄日壁面の遺物の散布状況から検討すると、遺跡地斬
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在すると考えられる章聞はかなり狭くなるものと考えられる。

この結果を関係機関と協議した結呆第4図に示すように遺跡の範囲を変更することとなっ

た。これによって、今回の確認調査の対象となった範囲lネ全域が『矢野泊遺跡』から外れる

こととなったため、今後の保護措置は不要となった。

今回の工事立会で得られた成果については今後、周辺で開発等計画された折に参考資料と

して活用できるものであり、地域の学習資源としても活用を図っていきたいと考える。
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片が出土している。建物跡等の復元はできなかった。

4.まとめ

今回の工事立会によって、『中の池遺跡』の一部について状況を確認することができた。対象

地は、環濠内に位置していることから、生活域向中心である可能性が考えられる。今巨験出し

た柱穴群も前調査成果と照らし併せ、今後の中の池遺跡の景鋭の復元に活用した凡
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関連する遺構の可申回全が考えられる。イコウ06は、幅11，5m、深さ 30棚以上を測り、埋土は

晴褐色純砂を呈している。出土迫観吻はな凡

ホームベース側から4鐙iFJT自のトレンチ62では、幅約80咽、深さ約20cmの士筑を断面観

察により検出している。埋土は、灰色粘土を呈しており、出士遺物はない。

Cラインは、潜跡、水回臥持宮墓2基輔重lこ伴う変形構造と考えられている小ヒ。ット群

を検出している平成13年度第9次調査南区に隣接している。 Cラインの中央、 トレンチ26、

27では、第9次調査南区において検出されたSD200の延長と考えられる溝跡を確認したG こ

の溝跡は、北西方向に延びていくものと考えら才lへこの溝を中心に東西に水田域が広がり、濯

搬用水路の役割を果たしていたものと考えられる。

ホームベース側、トレンチお~30 は水田域と考えられる埋土の範囲を確癒した。水田跡は、

造成土、耕作土を取り除くとすぐに灰色粕質土が見られることから、古墳時代カもの堆積層と

考えられる。これらの水田跡は同系色だが幾層にも分層できるのが特徴である。抗生時代地も

古墳時代にかけての水田跡である可能性が高い。

DラインもCラインと同じく、平成13年度第9次調査南区に隣接しており、外野府組lから

トレンチ31、32でSD200の延長と考えられる溝跡を検出し、 トレンチ33、58より水田跡e

考えられる堆積層を確認した。

トレンチ33から58までの聞にl土、残土を盛り上げていたので、調査を実衝するととができ

なかった。

Bラインは、浅谷を利用して水田を形成していたこと治宝判明している平成14年度第11次調

査第4調査区(B.C閣と第4調査区 ω 区)の北側に隣綾する。外野府側トレンチ34~37

1丈水回跡の堆積層を磁慰した。さらに、トレンチ34は、水回跡を切り込む灰白色湘砂層語苛棒

状に検出している。平成14年度第11次調査第4調査区の閣で検出された釦415の延長

する溝跡と考えられる。 SD415は、帰島色撲混じりシノレトを呈し、用舗と考えられており、

須恵器片ヰ楕菰線告が出土している。

内野側トレンチ42、43でl対副均2m、深さ約10岨の構が漣捕を断面観察で検出したが、出

土漣割弱はなく詳細羽生格などは不明である。

トレンチ 38~41 では開島色結質士地山が見られ撹活しなどを受けていなし、ことを確認した。

Fラインは、 Eラインと同じく平成14年度第11次調査第4調査区に隣接しており、浅谷地

形を幸四した水田域のちょうど北側にあたる。しかし、水回跡の堆積層は確認できず、真北に

向かつて延びる糊伏遺掃をトレンチ45~48 に制ナて検出した。溝跡は、醐均 2，5血、深さは検

出のみ行ったので不明である。埋土は島県褐色粕質土を呈し、須恵器片が出土していることから、

古墳時代以降の溝跡と考えられる。

トレンチ 49~53 では、造成土、耕作土産下に灰黄色紐砂の地山が見ら才lへ後世の削平が大

きく成されていることが確認できる範囲であった。

Gラインは、これまでの中の池遺跡の様相とは変わり、古墳時代以降の欄跡、大小の士鋭、

ヒ。ット検出している平成15年度第四次調査第1調査区の西側に隣接している。

基本語序は、造成土‘耕作土、灰白色湘砂の包含層、黄控色シルトの地山である。トレンチ

5~8 は、黄樫色シルトから切り込んだ浦跡を数条検出している。トレンチが狭小のため遺構の

詳細階数字l士、不明である。おそらく、第12次調査第1調査区で検出されている溝跡の延長と
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考えられる。出土泊物はな~\

内野倒加トレンチ 1~4 は、基本層序が明瞭こ確認できる士瀞備であり、遺構及ひ濯物の検

出はなかった。

4.まとめ

今回の確認調査によって、『中の濯漣赫』の未調査部分について一部除況を確認することがで

きた。野球場グランド内での未発掘調査部分は広大で、これまでの遺構の建議火勢欣zな成果の

期待が大きし範囲であった。調査面積目立狭小なものの、既住の翻査成果の延長などを確認でき、

環濠の延長、水田域の量聞、水国間l閉したと考えられる瀦搬用水路を検出できた。

これまでの調査成果から平成15特梯12次調査報告書では、中州議掛の居合揚譲濯につ

いて概観されている。勃注時れ官官期から中期板頭にかけて在り続けた集落の様相は、複数の居

住域の集合体とした「拠点的事務客Jを具体化したものだと述べられている。このことを考える

うえで、周辺の水田経営が集落形態に大きな影響を与えてきたことを検討することが最重要課

題であり、今回の野球場グランド内での確認調査の成果は、今後の弥生時代の集落形態に一役

できるものと考える。

調査は図面作成レベノL側量及び写真撮影を行い、確認調査を終了とした。調査殺のトレン

チは埋め戻し、期決に復し丸

工事立会は、現在も継続して行っている。



��� ���������

�������� �������� ���



��� ���������

�������� ��������� ���



��� ���������

�������� ��������� ���



��� ���������

�������� ��������� ���



��� ���������

�������� ��������� ���



��� ���������

����

���� ��������� ���



��� ���������

����

������������ ����������

��� ������������

������������� �������������
������������� �������������
�������������� ��������������



��� �����������

������� ������������

�������������� ��������������
�������������� ��������������
�������������� ��������������
�������������� ��������������



��� ���������

����

�������������� ��������������

���� ������������

�������������� ��������������
�������������� ���������������
�������������� ��������������



��� �����������

�������� ������������

�������������� ��������������
�������������� ��������������



� � �



��� ���

����

第VI章まとめ

丸亀市では、旧飯山町においては平成3年度に飯山町内遺跡発掘被蚕事業を実施した。また、

旧丸亀市においては平成4年度から、旧綾歌声丁においては平成8今寝から国庫及び県費補助を

受けて丸亀市内遺跡発掘調査事業及て膿脚]内発掘調査事業を醐揃告に実施してきた。

平成17年3月22日に旧丸亀市、綾脚丁、飯山町;(i!合併し、新しい丸亀市が誕生したq 新丸

亀市では、当該事業を実施して市内の文化財保護に努めている。現在においても開発事業はさ

らに培初出傾向にあり、医庫補勤を有効に活用して実施しているものである。

平成25年度では、試掘調査をl件、確認調査を2件、工事立会をl件、計4併の調査をおこ

なった。今回報告した l件の立会調査については、人カ掘削特集に伴いシゾレバー人対抗還を国

庫補助金により賄ったため、掲載している。

矢野池遺跡は、矢野池の案提一帯ず須恵器片語漸撤されるとことから遡跡として登録されて

いたが、『矢野池遺跡』については、過去に発掘調査等の掘削を伴う調査の経緯がなく、遺構の

分布槻兄及ひ噺在する深さなどの資料は全く持ち合わせていなし、という状況であった。そのた

め、当該地に開発計画があがり、対応方法を決定するには『矢野池遺跡』についての基礎資料

を整える必要があることから、確認調査を実絡することとした。

その結果、周知の埋蔵文化財包蔵地『矢野池遺跡』の範囲内ではあるが、遺構・遺物は皆無

であったため、保護措置を講じる必要はないと判断した。

飯山町土葉時宇早)11地区は、対船出東側において、国道438号線が建設予定であり、それに

伴う発掘競査が弔成25年尉Tわれ、『岸ノ上遺跡』が存在している。岸ノ上遺跡では、古墳時

代の竪穴態陶排7基、南海道倣購と考えられる溝2条、多くの柱穴を検出している。それらに

関連する遺構などの検出が期待されたが、遺構・遺物ともに希薄であったため、保護措置を講

じる必要はないと判断した。

中の池遺跡江事立会では、野球場スタンド照明建設予定地内において、 17，25rd普扮淵艦

であること主主判明し、急きょ工事立会を行い、柱穴を18基検出した。写真撮影、図面件減を行

い置録保存とし保護措置を実施した

中の池遺跡稀認識査では、野球場グランド内日部開同〈溝建設エ事に伴い、遺構の有無とその

範囲、性格、内容を雄吉するために確認識査を行った。その結呆ほぽ全域に既住の中の泊遺

跡0)遺構が展開していること埼玉湘j明した。

これらの遺構が、損肱溝底の計画高のレベノレによって埋蔵文化財の現状保存が可能であるか

を都市計画課、開発業者と協議し、掘削によって現状闘鞘5不可能である箇所について民立

会矧芯することとなった。

以上が、本報告書に掲載した4件の調査である。

以上λ弔成25年度は4件の調査を対象に丸亀市内遺跡溌掘調査事業を実施した。調査の結果、

2件を埋蔵文化財包蔵地叫将耕置を不要とした。また、周知の埋蔵文化財包蔵由においても

確認調査及び工事立会を実指するととにより貴重冷資料を得ることができた。

このように、当該事業の実施は、文化財楳護に関する基礎資料を整備していくために非常に

有効であった。当該事業は、線機態離し、丸亀市内温跡の適切な保護に努めていきた凡
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所収遺跡圃 種別 主な時代 主fお畳構 主な遺物 特融傾

地区名

矢野池遺跡 旬念地 占代

飯山町上実昨宇 なし なし

早川地区

中の池遺跡 集落 明咋蹄代 柱穴 弥生土鴇

中の池濃盤施 集落 W土時代 環濠、水間臥 効性卦器、須磁器

溝肱士坑

本司昌弘丸電制宝平成25年度に国庫補助事業により実擁した4件の調査の概要を掲載した丸亀

rliJ1喧包跡発掘調査報告替である。

引回掲載した調査対象地士、 E理蔵止化財の所在の有炉及びその取扱いについて』の照会のあっ

た地慌の計4箇所である。これらの1箇所は、埋蔵)1:>化財包蔵量制轟外での計画があった泊え周辺の

理摘は化財空瑚蹴対兄から検討し、試掘調査を実施することとしたものである。

要約 2件I'l:-埋蔵苅附包勝帥同こ接録された醐納で開婦慣があり、輪前こ遺構の有無と範囲L性

格、内容を拒婚するために碍臨魁揖識したものである。

1件I'l:-埋蔵文化財主調紬内に登録された地域均で工事力苛'TtオLることとなり、立会調査を実施し

たものである.

これらの調査は、実施後それJぞれの調査結果を香jI県教育委員会こ報告するとともに対御世の取

り扱いを協議し、結呆を踏ま主て照会者に医解した

当該事業を実権ずることにより、周知町埋蔵文化財包齢世少はおいて帯夜に遺跡の包蔵院況且浦

認できることは、今後の埋蔵文化財課譜許官睦において有意義であると考えられる。
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